
若桜谷イベント情報

■
若
桜
鉄
道
新
社
長
あ
い
さ
つ

■
若
桜
谷
イ
ベ
ン
ト
情
報

■
わ
か
て
つ
エ
ッ
セ
ー

■
も
り
あ
げ
隊
の
活
動
紹
介

こ
の
４
月
か
ら
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
若

桜
鉄
道
の
社
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
に
久
方
ぶ
り
に
八
東
・
若
桜
谷
の
山
々
を
間
近
に
目
に
す

る
こ
と
が
日
常
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
の
色
彩
に
ぎ
や
か
な
緑

と
華
や
か
な
淡
色
た
ち
、
日
毎
に
色
合
い
を
深
め
徐
々
に
夏
を

感
じ
さ
せ
る
５
月
の
多
彩
な
緑
。
本
当
に
美
し
い
時
季
で
す
ね
。

年
代
後
半
頃
に
八
頭
高
校
に
汽
車
通
学
を
し
、
県
外
在
住

60
の
折
、
夏
や
冬
の
帰
省
時
等
も
郡
家
駅
で
乗
り
換
え
て
若
桜
駅

へ
と
、
当
時
の
私
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
手
段
で
し
た
。

た
だ
生
来
の
鈍
感
さ
故
、
そ
の
存
在
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
感

謝
の
念
な
ど
全
く
抱
く
こ
と
な
く
、
特
段
何
も
感
じ
ぬ
ま
ま
に

大
変
よ
く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
十
年
も
経
っ
て

か
ら
で
汗
顔
の
至
り
で
す
が
、
こ
の
機
会
に
厚
か
ま
し
く
紙
面

を
お
借
り
し
、
改
め
て
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
。

そ
の
、
我
ら
が
地
方
鉄
道
は
時
代
の
変
化
の
中
、
当
然
に
在

る
も
の
と
い
う
こ
と
が
難
し
い
社
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
至

ら
ぬ
点
が
多
い
と
存
じ
ま
す
が
、
も
り
あ
げ
隊
を
は
じ
め
地
域

の
み
な
さ
ん
と
力
と
心
を
合
わ
せ
、
着
実
な
努
力
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
助
言
を
心
よ
り
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
の
寄
稿
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

7 / 5～ 1 1 清 徳 寺 姫ボタ ルまつ り＠清 徳寺

7/1 4～ 16 八 東 ふ る里の森まつり＠八東ふ

るさとの森

7/21 因幡船岡駅ビ～ル＠因幡船岡駅

7/28～ 29 ２９ロードウォーク＠若桜駅出発

7/29 第１４回八頭町きらめき祭＠郡家運動場

8/5 隼駅まつり＠竹林公園、隼駅

8月下旬 はっとうフルーツ観光園開園

7/1 若桜鮎釣り大会＠八東川流域屋堂羅橋

7/21 納涼花火大会・土曜縁日＠若桜駅前

7/28 不動院岩屋堂大祭＠不動院岩屋堂

8/12 わかさ清流まつり＠八東川流域宮ノ下橋付近

9/9・ 10 弁天大祭＠江嶋神社
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遥
か
昔
、
若
桜
谷
の
コ
メ

な
ど
の
産
品
は
、
八
東
川
を

下
り
城
下
へ
と
届
け
ら
れ
た
。

川
が
産
業
に
と
っ
て
、
重
要

な
大
動
脈
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
鉄
道
に
汽
車
が
走
る
。

沿
線
の
人
々
は
色
め
き
立
っ

た
で
あ
ろ
う
。
我
が
集
落
は
、
船
岡
の
下

町
で
あ
る
が
、
若
桜
線
の
開
通
に
あ
た
り
、

多
く
の
坂
町
・
下
町
の
農
民
が
連
判
状
に

名
を
連
ね
、
因
幡
船
岡
駅
の
設
置
に
つ
い

て
、
要
請
し
て
い
る
。

「
山
陰
随
一
の
牛
市
を
は
じ
め
、
オ
ウ

レ
ン
や
コ
ウ
ゾ
の
一
大
産
地
に
て
、
産
業

の
中
心
地
で
あ
り
、
是
非
と
も
こ
の
船
岡

に
駅
の
設
置
は
必
要
と

」
い
う
趣
旨
の

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
川
か
ら
、
鉄

道
が
産
業
の
、
そ
し
て
人
の
移
動
の
大
動

脈
と
し
て
登
場
し
た
、
当
時
の
熱
気
が
偲

ば
れ
る
よ
う
だ
。
鉄
道
は
何
の
た
め
に
存

在
し
た
か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

私
と
若
桜
鉄
道
と
の
付
き
合
い
は
、
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
船
岡
だ
か

ら
通
学
に
は
使
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

多
く
の
思
い
出
も
あ
る
。
ス
キ
ー
が
大
好

き
で
夏
の
こ
ろ
か
ら
リ
フ
ト
代
を
貯
金
し

て
い
た
。
小
学
校
６
年
の
頃
、
冬
の
ス
キ

ー
は
、
暗
い
５
時
前
に
起
き
、
５
時
半
ご

ろ
の
汽
車
に
乗
っ
て
、
若
桜
に
向
か
う
。

茗
荷
谷
ま
で
バ
ス
で
、
そ
の
後
は
歩
い
て

氷
ノ
山
へ
。
７
時
半
ご
ろ
氷
ノ
山
食
堂
に

到
着
。
そ
し
て
、
帰
り
は
、
２
～
３
回
だ

っ
た
と
思
う
が
、
氷
ノ
山
か
ら
若
桜
駅
ま

で
、
滑
っ
て
帰
っ
た
。
若
桜
駅
が
や
っ
と

の
こ
と
で
、
迎
え
て
く
れ
た
。

八
頭
高
校
時
代
、
若
桜
線
で
若
桜
へ
上

る
の
は
、
泊
り
が
け
で
友
人
の
家
に
遊
び

に
行
く
時
だ
。
丹
比
の
中
集
落
、
若
桜
の

街
中
の
友
人
宅
、
城
山
の
山
中
で
遊
ん
だ

り
も
し
た
。
安
部
、
八
東
、
丹
比
、
若
桜

そ
れ
ぞ
れ
友
人
宅
に
お
邪
魔
す
る
と
き
は
、

汽
車
で
あ
っ
た
。
故
郷
で
の
交
友
や
遊
び

の
大
き
な
舞
台
を
作
っ
て
く
れ
た
の
も
、

若
桜
線
で
あ
っ
た
。

故
郷
を
思
う
と
き
、
保
育
園
の
時
は
集

落
が
、
小
学
校
は
小
学
校
区
が
、
中
学
校

は
旧
町
地
域
が
、
そ
し
て
高
校
は
八
頭
郡

が
、
遊
び
育
つ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
た
。

大
事
な
故
郷
で
あ
る
。
地
域
の
活
性
化
や

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
が
、
集
落
か
ら

若
桜
谷
と
、
ど
こ
ま
で
の
エ
リ
ア
に
責
任

を
持
ち
、
守
り
、
次
の
世
代
に
繋
げ
ら
れ

る
の
か
。
い
つ
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
な
に
は
と
も
あ
れ
若
桜
谷
は
良
い
、

万
歳
で
あ
る
。
ぜ
ひ
大
事
に
し
た
い
も
の

だ
。

（
八
頭
町
船
岡
）

私たちの主な活動は、沿線花いっぱい運動、広

報誌の発行、そして車内販売です。今年４月より

毎週日曜日に若桜鉄道観光列車「昭和」で車内販

売を行っています。これまでは八頭町の特産物を

扱っていましたが、若桜町観光協会の協力も得て両町の特産品と「昭和」グッズ

を持ち込み販売しています。地域で生産された特産品を通してお客さまと会話が

弾み、若桜・八頭の魅力を発信していけるよう一同頑張っています。

笑
顔
で
お
客
様
を
お
迎
え
し

ま
す
（
出
発
前
の
郡
家
駅
）

若
桜
谷
の
特
産
や
昭
和
号
記
念
グ
ッ
ズ

を
詰
め
込
ん
だ
ワ
ゴ
ン
で
す

◆
昭
和
号
観
光
列
車
運
行
予
定
日
◆
７
月
１

日
、
８
日
、

日
、

日
、

日
、

日
、

15

21

22

29

８
月
５
日
、

日
、

日
、

日
、
９
月
２

12

19

26

日
、
９
日
、

日
、

日
、

日
、

日
。

16

23

28

30

郡
家
発

時

分
、
若
桜
着

時

分
。

10

45

11

15

手
を
振
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
若
桜
谷
に
。

観光列車「昭和号」運

行記念切手（写真左）を

車内販売しています。82

円切手10枚、1300円です。

郡家駅構内の「ぷらっと

ぴあ・やず」でも取り扱

っています。
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